
難しい確率漸化式の問題！ に） 9t.hnが何を表すか、言語化して、
把握する！

• まずは設定を正しく把握 Anが表す事象をAn.|・一目見ても立
式が難しいとき、

つまり.時刻nまでに一度も同じ頂点になく
→ 実験して特殊性を見抜く！ 時刻nで同じ正方形にいる事象.-

hnが表す事象をBn、
と言いつつも、やっぱり難しいですね。 つまり.時刻nまでに一度も同じ頂点になく

時刻nで同じ正方形にいない事象.
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Q n 3通りなので、
寺刻 IでのP.Qの可能な配置は計6種 .

とおい ' " "配置はそれぞれ
' 国 国 .
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..麵.麵、麵... ドボン（未来永劫AnやBnが起きない）



とふり分けられ、 さらにこれらが起こる確率は なので、同じ正方形上で、 同じ頂点にいないと

f. 必ず同じ正方形上の対角に配置されるため。それぞれf （吉×ななの
で、

たとえば時刻nでPがAにいて、QがCにいるa=f×3 = I とすると.a.hiの結果から、推移は下のように
a=f× I =

!
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表せる。

m y

と求められる。
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Anti ※ 増圊92.hzについては、実馬英して数え上げても
い い が . 数が多い。 13）を見据えて.
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推移図を考えていくことにする。
Anからの推移を考える。 Anのとき必ず どちらでもない 門と，氳
ー方は 三叉路（c.D）にいて、もう一方は （同じ頂点にくる）

その対角_（A.B.E.F） に配置される。

PとQは AとCから出発 この推移確率は、Anのどのような配置で

!
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あっても変わらない ←実験するとわかる.A PDTE しているので、奇数時刻

|B☆す☆F には☆（B.D.F）、偶数時刻
には

❤

（A,C.E）にしかいない。



次に、Bnからの推移を考える。 Bnのとき、 この推移確率は、 Pが Bにいて、 Qが Fに
必ずPとQは Ate.もしくは13と1-こに いても 変わらない ←実験するとわかる.
存在する。
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最後に.AnにもBnにも含まれない事象
t o Be が 上で考えたことから、同一正方形 （時刻nまでに同じ頂点にいたことがある）

|Bまあ☆p 上にない配置は、 Aと E . から. Anyや Bu tIに推移することはない。
もしくはBとFのみ。
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まとめると、推移図は.
たとえば時刻nでPがAにいて、QがEにいる I
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よって. D20より、
a = I a t I t、 a m tha t， = Jan t f h n ' '

-- I I I + f） 一使いたい！
ここで、 a n 2 0 より. Jan E fanである。

i よって. 30より

た 滋 i a _たが ant i t h i n I f ( a n thin）=血
= t . i t i t-1 Pn E f P m

に） f i t a t I bn
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轣毗蠏ヴは
汚旬となる
ので、礫鼎
が鱮せた！
hm=f a n t i hn y . E
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" "二 r a t h

（4） Pnとは何か？ → a nt h i n =（f）"（I+i）
=が1が"（是非挑戦してみましょう！）
E f.（f）"" =

（f）"となり示される。
网→ anth inを 以ヤリ作る .


